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（公印省略）

「リサーチ・アドミニストレーターの認定制度の実施に向けた調査・検証」成果報告会の開
催について（通知）

⾦沢⼤学は，⽂部科学省令和２年度科学技術⼈材養成等委託事業「リサーチ・アドミニス
トレーターの認定制度の実施に向けた調査・検証」を受託し，リサーチ・アドミニストレー
ター（以下，URA）関連団体（医療系産学連携ネットワーク協議会，学術研究懇談会，研究
⼤学コンソーシアム，「多能⼯型」研究⽀援⼈材育成コンソーシアム，⼀般社団法⼈⼤学技
術移転協議会，リサーチ・アドミニストレーター協議会，国⽴研究開発法⼈科学技術振興機
構）の協⼒のもと，令和元年度「リサーチ・アドミニストレーターに係る質保証制度の構築
に向けた調査研究」で検討された URA 認定制度のモデル（研修と審査）の試⾏と検証，そ
して改善案の検討を進めてまいりました。

このたび，試⾏結果および改善案の提案を含めた事業の成果報告会を別紙のとおり開催
いたしますので，関係の皆様に多数ご参加いただきますようお願い申し上げます。

なお，成果報告会の詳細については，現在，関係機関と調整中のため，変更となる場合が
あります。

お問い合わせ先
⾦沢⼤学先端科学・社会共創推進機構
URA 質保証事業事務局
ura_cert@adm.kanazawa-u.ac.jp



⽂部科学省委託事業 
「リサーチ・アドミニストレーターの認定制度の実施に向けた調査・検証」 

成果報告会 
 
＜⽬ 的＞ 
 ⽂部科学省令和元年度「リサーチ・アドミニストレーターに係る質保証制度の構築に向け
た調査研究」で検討された URA 認定制度のモデルを踏まえて実施された「リサーチ・アド
ミニストレーターの認定制度の実施に向けた調査・検証」での試⾏とその結果を踏まえた改
善案，およびその他検討内容を共有するとともに，URA，URA 類似業務従事者⾃⾝や URA
を雇⽤する機関においてこの認定制度をどのように活⽤していくのか，制度の活⽤⽅策に
ついて各⼈・各機関で検討する機会とする。 
 
＜対 象＞  
・URA 等の研究マネージメント⼈材を配置している⼤学の経営者層 
 （担当理事，URA 所属部署の⻑，担当事務部⻑・課⻑等） 
・URA 業務あるいは類似業務に従事している実務者 
・⼤学，研究機関等の教職員等 
・その他，研究開発⽀援業務に興味のある⽅ 
 
＜定 員＞ 450 名（先着順） 
 
＜⽇ 時＞ 令和 3 年 3 ⽉ 1 ⽇（⽉）12:30-16:45（予定） 
 
＜実施⽅法＞ オンライン開催 
 
＜お申し込み⽅法＞下記のリンクからお申し込みください。 

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_0umqR2MESvubo13rIq6gMQ 
資料の送付を希望される⽅は 2 ⽉ 22 ⽇までにお申し込みください（先着 300 名まで）。 

 

＜概 要＞（調整中）詳細は開催チラシをご覧ください。 
第 1 部 事業の概要と成果報告 

・認定制度の概要と試⾏の結果概要 
・認定制度のモデルに対する改善案の提案 

第 2 部 試⾏協⼒者による意⾒交換〜試⾏を終えて〜 
（1）審査試⾏ 
（2）研修試⾏ 

第 3 部 徹底的にお答えします！質問コーナー 
 

＜参考 URL＞ 
リサーチ・アドミニストレーターの認定制度の実施に向けた調査・検証（事業 web サイト） 

http://ura-cert.w3.kanazawa-u.ac.jp/ 
リサーチ・アドミニストレーター質保証に資する認定制度の導⼊に向けた論点整理  

http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/ura/detail/1409052.htm 

別 紙 


